
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年 １０月 １５日  第４６８号 
 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 
℡  86-2985 
Fax 86-0415 

岡田 重美 
土山町南土山甲 78-15 

℡ 66-0696 
Fax 66-0696 

西山 実 
水口町本丸 3-28 
℡ 62-3044 
Fax 62-3044 

９月定例議会において、日本共産党は、「現行の健康保険証の存続を求める意見書」「高等教育の無償化等に関する意見

書」「県立小児保健医療センターのベッド削減の中止を求める意見書」「子どもの医療費助成拡充に伴う財政負担に関する

意見書」を提案しました。そのうち３本の意見書の提案理由と採決結果を報告します。 

政
府
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
の

た
め
、
来
年
秋
に
現
行
の
保
険
証
を
原

則
廃
止
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
や
保

険
証
の
紐
付
け
は
任
意
で
あ
る
。 

い
ま
、
保
険
者
情
報
が
正
し
く
反
映

さ
れ
な
い
、
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
に
よ

っ
て
資
格
確
認
が
出
来
な
い
事
例
の

ほ
か
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
他
人
の
情
報

が
登
録
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
全
国
で
７

４
０
０
件
を
こ
え
て
い
る
。 

県
内
で
も
滋
賀
県
保
険
医
協
会
が

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
施
設
の
う

ち
、
64

％
の
施
設
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
る
。 

世
論
調
査
で
も
、
現
行
の
保
険
証
の

廃
止
の
方
針
に

「撤
回
・
延
期
」
を
求

め
る
声
が
７
割
を
超
え
る
な
ど
、
マ
イ

ナ
保
険
証

へ
の
国
民
の
不
安
、
不
満
の

声
は
高
ま
っ
て
い
る
。 

国
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
唯

一
の

方
法
は
、
い
ま
の
健
康
保
険
証
を
存
続

さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
国

へ
の
意
見
書

を
提
案
す
る
。 

 

〇
賛
成
討
論 

西
山
実
議
員 

×
反
対
討
論 

西
田
忠
議
員 

 

山
岡
光
広
、
岡
田
重
美
、
西
山
実
、

福
井
進
の
賛
成
少
数
で
否
決 
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10

月
９
日
午
後
、
栗
東
さ
き
ら

に
お
い
て
、
第
68

回
滋
賀
県
母
親

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（写
真
） 

 

記
念
講
演
「海
か
ら
見
る
地
球
～

気
候
危
機
も
核
も
な
い
世
界

へ
～
」

と
し
て
、
プ
ロ
ダ
イ
バ
ー
で
環
境
活

動
家
の
武
本
匡
弘
さ
ん
か
ら
、
気
候

危
機
に
よ
る
海
中
の
変
化
と
海
洋

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
問
題
に
つ
い
て

の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

実
行
委
員
か
ら
「気
候
危
機

へ
の

対
応
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
声
を
上
げ
よ
う
」
「そ
の
た
め
に

も
集
ま

っ
て
学
習
す
る
こ
と
が
大

切
」
「生
活
者
が
社
会
を
変
え
て
世

界
を
つ
く
る
」
「気
候
危
機
と
平
和

の
危
機
を

一
緒
に
考
え
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

岡田重美議員 

西山実議員 

現
在
、
大
学
の
初
年
度
納
付
金
は
、

国
立
大
学
で
約
82

万
円
、
私
立
大
学
は

約
１
３
６
万
円
。
学
生
の
２
人
に
１
人

が
奨
学
金
を
受
給
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
な
が
ら
進
学
し
て
い
る
。 

そ
の
奨
学
金
も
給
付
型
が
限
定
的
な

た
め
、
貸
与
型
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の

半
分
が
有
利
子
と
な
っ
て
い
る
。
学
生

の
３
人
に
１
人
が
平
均
３
０
０
万
円
の

奨
学
金
と
い
う
名
の
借
金
を
背
負
い
社

会
に
出
て
お
り
、
そ
の
総
額
は
10

兆
円

近
く
に
も
な
り
、
返
済
が
卒
業
後
の
生

活
や
将
来
の
重
荷
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
学
生
や
保
護
者
の
負
担
能
力

を
超
え
た
高
い
学
費
の
た
め
に
、
「バ
イ

ト
漬
け
」
の
学
生
生
活
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
。 

未
来
を
担
う
世
代
の
、
学
ぶ
権
利
を

保
障
す
る
た
め
、
ま
た
、
若
い
世
代
の

将
来
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
大

学

・
専
門
学
校
等
の
入
学
金
を
廃
止
す

る
と
と
も
に
、
国
の
助
成
を
増
や
し
て

授
業
料
を
す
み
や
か
に
半
額
に
し
、
段

階
的
に
無
償
化
を
は
か
る
こ
と
を
求

め
、
国

へ
の
意
見
書
を
提
案
す
る
。 

 

〇
賛
成
討
論 

岡
田
重
美
議
員 

×
反
対
討
論 

木
村
眞
雄
議
員 

 

山
岡
光
広
、
岡
田
重
美
、
西
山
実
、

福
井
進
の
賛
成
少
数
で
否
決 

 

山岡光広議員 

「県
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
等

し
く
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
が
望
ま
し
い
」
と
知
事
が
述
べ
、

県
と
し
て
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
を

18

歳
ま
で
引
き
上
げ
る
と
表
明
し
た

こ
と
は
評
価
す
る
。 

し
か
し
、
県
の
提
案
は

「就
学
前
の

子
ど
も
」
に
対
し
て
は
現
行
通
り
県
と

市
町
が
二
分
の

一
負
担
で
完
全
無
料
、

「
15

歳
か
ら
18

歳
ま
で
」
は
、
１
レ
セ

プ
ト
５
０
０
円
の
自
己
負
担
を
前
提
と

し
な
が
ら
県
が
全
額
負
担
、
残
る
小

・

中
学
生
に
つ
い
て
は
市
町
の
負
担
と
す

る
考
え
を
示
し
て
い
る
。 

岩
永
市
長
を
は
じ
め
、
県
内
市
町
の

首
長
か
ら

「ゼ

ロ
歳
児
か
ら
18

歳
ま

で
、
県
と
市
町
が
連
携
し
て
負
担
す
る

べ
き
」
と
の
声
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。 

小

・
中
学
生
を
含
め
て
18

歳
ま
で

を
、
県
と
市
町
が
二
分
の
一
と
す
る
こ

と
、
地
方
自
治
体
の
医
療
費
助
成
に
、

国
が
財
政
支
援
す
る
よ
う
強
く
働
き
か

け
る
こ
と
を
求
め
提
案
す
る
。 

 
〇
賛
成
討
論 

西
山
実
議
員 

×
反
対
討
論 

小
倉
剛
議
員 

 

日
本
共
産
党
、
凛
風
会
、
無
会
派
の

福
井
議
員
の
賛
成
多
数
で
可
決 

 

反
対
は
自
由
民
主
党
誠
翔
会
と
公

明
党
、
無
会
派
の
田
中
喜
克
議
員
。 

 

前
号
前
号
前
号
前
号
のののの
訂
正
訂
正
訂
正
訂
正
と
お
と
お
と
お
と
お
詫詫詫詫
びびびび    

議
員
団
ニ
ュ
ー
ス
４
６
７
号
、
主
な
議

案
の
一
覧
表
で
、
反
対
討
論
の
瀬
古
幾

司
議
員
が
瀬
古
育
司
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 


